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柑橘園 ミカンサビダニ防除 ミカンサビダニは例年6~7月に薬
剤を散布することで初期の増殖を抑え被害を防いできましたが、近
年梅雨明け後に高温、少雨が続くことで、8月下旬以降遅くまで被害
が発生することが多くなっています。ミカンサビダニに加害されると、
果実の外観が非常に悪くなり、商品価値が著しく低下します。きれい
なミカンを作るため、防除対策を徹底しましょう。

【ミカンサビダニの薬剤防除のポイント】 8月以降にミカンサビ
ダニによる被害の発生が確認された園や例年多発する園では8月中
旬以降にも薬剤を散布します。近年は9月以降の気温が高いことで
遅くまで被害が続くことがありますので、その後も発生に注意し、新
たな被害が発生し始めたら再度薬剤を散布します。
ミカンサビダニは非常に小さいので、ざっと散布してしまうとかかり
ムラが非常に多くなり、せっかく薬剤を散布しても十分な防除効果
が得られません。なお、ミカンサビダニが寄生・加害して果実に被害
が出始めるまでには2-3週間程度かかると言われています。被害が出
始めてから防除を行っても、その後1ヶ月近く被害果実が増加してい
く可能性があるということです。
8月以降の被害の状況をしっかりと確認して、新たな被害果実を確
認したら早急に薬剤防除を行ってください。被害は日当たりのよいと
ころに発生しやすいので、そのような部位をよく観察します。

8月勉強会：「栽培お役立ち情報（秋野菜編）」
1.日時
8月9日(水)  　13：30～ @三木本社
8月10日(木)　13：30～ @観音寺営業所
2.勉強会内容
チョウ目害虫おすすめ薬剤 / RACコードを活用した防除
チョウ目幼虫は発生回数も多く抵抗性が付きやすい害虫です。お
すすめ防除薬剤についてご紹介します。また、RACコードを活用し
たローテーション防除の考え方についてご説明します。
ドローン導入等で使える補助金紹介
香川県事業者の未来への投資を応援する総合補助金の募集がス
タートしています（8/25締切）。露地野菜でも登録が増えているド
ローン導入に活用可能！！補助金の概要についてご説明します。

QRコードより申込・参加頂いた方の中から抽選で「折
りたたみ椅子」をプレゼント！

勉強会へのエントリーはこちらから！→

ドローン導入の際は、
当社までご相談ください

登録薬剤一覧表

ブロッコリーでも
使用可能に！！



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1086
TEL 0875-25-3086

ハウスの遮光・遮熱・クリーニング剤散布代行
DJI AGRAS T30を用いたハウスの遮光剤・ク
リーニング剤散布サービスを開始しています。
【夏場】 遮光剤を塗布することでハウス内の気
温上昇を抑え作物や作業者の暑さ対策に
【冬場】 ハウスの被覆面に残っている塗布剤や
汚れを除去することで太陽の角度が低くなり日
照時間も短くなる時期に採光率を高め作物の
品質向上や収穫遅れ防止対策に
詳細は当社までお問い合わせください！！

えんぱちおうち見守り隊

シロアリ対策

ハチ駆除

ハト対策

お困りごとは我々が対応します！

webサイト
リニューアル

インスタ始めました。
日々の作業の様子を
共有しています

当社ドローンスクールの3つのメリット）
1.ドローン防除のプロが教える
2017年より延べ2,000ha以上の防除実績を持ち、
年間100~300ha防除実績のあるインストラクターが指導に当たり、
実戦防除までのサポートが可能です
（UTC農業教育プログラムインストラクター4名在籍）

2.空散可能な農薬・肥料・資材などの情報をタイムリーに入手出来る
農薬・肥料・ﾊﾞｲｵｽﾃｨﾐｭﾗﾝﾄ資材などの開発・登録情報をタイムリーに提供
農薬登録数は19年3月時点646件 → 21年12月時点912件
UTC農業教育プログラム整備士が2名在籍しているため購入後のサポートも安心！

3.喜多猿八ドローン防除チームに参加し地域の農業に貢献出来る
当社のドローン請負防除の一部は当社管理の元外部業者様に協力頂き実施しています
当社防除チームへの加盟は参加条件（技能・其他）をクリア頂く必要があります
※ 条件詳細は当社までお問い合わせ下さい

ドローン防除のプロが教えるドローン教習・整備場　農業用
ドローンの知識や操縦技術を学ぶだけでなく購入～アフターメンテ
ナンスまですべてをトータルサポートしますのでご安心ください。

DJI中国本社より開発メンバー来社　7月13日にDJI中国本社の開発
メンバー2名とDJI Japan4名の6名が来社されました。当社のドローンを
使った農薬散布事業について詳細の説明を行い、課題や今後の期待につい
てディスカッションさせて頂きました。「さぬきの農」梶原社長にもお越し頂
き生産者の立場からドローンの課題や期待についてもお話頂きました。
当該地域にもフィットしたドローン開発が進むことを期待し、今後も現場で
の課題把握を続けドローンメーカーに要望を伝え続けていこうと思います。



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1086
TEL 0875-25-3086

当社ドローンを使った水稲本田防除ではいもち病には
ブラシン、紋枯病にはバリダシンを使用しています
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喜多社長のフィロソフィ日記「委員会活動」 第一四半期が瞬く間に過ぎ、第二四半期に突入した。7月8日には第一四半期の振り返り
と第二四半期の採算見通し・重点活動を共有する全社会議を行った。第一四半期は値上げの影響で前年同期対比でプラスとはなったも
のの残念ながらマスタープランには届かない結果であった。第二四半期の巻き返しを期待する。
今回の全社会議では3つの「委員会活動」（SNS, 環境整備, 社内イベント）について活動方針の発表があり今後活動を開始してもらう
ことになった。「採算に直結しづらい課題について優先順位が低くなり放置されがち」「経験値の浅いメンバーが意見したり活動できる場
が少ない」「集団で主体的に意見を出し活動する場が殆ど無い」という課題を以前から感じていたため委員会活動を通じて課題解決に向
かっていくことを期待する。今回、若手メンバーをリーダーに据え発表に取り組んでいたが初の試みであることや「主体的に考える」「意見
を出す／まとめる」などに慣れていないこともあり活動方針の作成に紆余曲折があった。伸びしろがあるということで今後に期待したい。
その後、グループディスカッションを実施、暑い夏を元気に乗り切ってもらうために全員で「うなぎ」を食べ終了した。8月後半にはドロー
ン防除も山場を迎える。しっかり走り抜け、10月の全社会議では皆の労をねぎらえる場にしようと思う。

病害防除剤


